
府
労
組
連
は
、
秋
季
年
末

闘
争
に
引
き
続
き
、
職
場
の

怒
り
を
背
景
に
し
た
「
職
場

集
会
」
「
職
場
決
議
」
「
全
職

員
・
教
職
員
署
名
」
「
怒
り
の

寄
せ
書
き
」
「
学
習
決
起
集
会
」

「
府
民
宣
伝
」
な
ど
を
継
続
的

に
取
り
組
み
、
全
国
の
教
職
員
・

自
治
体
労
働
者
の
支
援
も
受
け
、

府
民
と
の
共
同
も

広
げ
な
が
ら
、
全

力
で
奮
闘
し
て
き

ま
し
た
。

ヤ
マ
場
を
前
に

し
た
19

日
に
は
、

民
間
労
働
者
・
府

民
と
も
共
同
し
た

昨
年
９
月
16
日
に
提
案
の
あ
っ
た
「
給
与
制
度
改
悪
」
「
給
与
・
一
時
金
カ
ッ
ト
３
年
延
長
」
に
対

す
る
た
た
か
い
は
、
秋
季
年
末
闘
争
で
の
強
行
を
許
さ
ず
、
越
年
の
た
た
か
い
と
な
り
、
20
日
最
大

の
ヤ
マ
場
を
迎
え
ま
し
た
。
20
日
の
23
時
20
分
、
総
務
部
長
よ
り
「
一
時
金
カ
ッ
ト
の
中
止
」
「
給

与
カ
ッ
ト
幅
０
・
５
％
圧
縮
」
「
副
主
査
任
用
の
見
直
し
」
な
ど
最
終
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

≪ １月１４日 人事室長より示された追加・修正 ≫

【給与制度改悪】

◇経過措置 現行給与から２％ずつ削減、

ただし、給与カット期間中は現行支給額維持

◇技能労務職給料表 新２級水準を引き上げ

（最高号給328,900円⇒345,800円）

【評価制度】

◇「良好（標準）」以上の場合、昇給反映は行わない

◇「良好（標準）」未満の場合、昇給反映を行う

（やや良好でない⇒2号給、良好でない⇒昇給なし）

◇勤勉手当成績率の拡大 配分原資0.015月⇒0.03月（2月中旬を目途に協議）

（成績上位者に配分するための原資として

全職員・教職員から取り上げる額<年間0.06月>）

≪ １月２０日 総務部長より示された追加・修正 ≫

【給与・一時金カット】

◇一時金の4％（管理職6％）カット中止（2011年度より実施しない）

◇給与カット幅0.5%圧縮（管理職以外）

（9.5％⇒9％、7.5%⇒7％、5.5%⇒5％、3.5%⇒3％）

【給与制度・任用制度】

◇副主査について、高度の知識、能力をもって職務を遂行する職として位置づけ。

任用方法については、適性評価と面接による方法に代えて、人事評価と一定の研

修の修了や外部資格の取得等により任用する方法への見直しを検討。

◇その他の昇任等の人事制度については、公務能率の向上、府民サービスの充実の

ため、適正な運営に努める。必要に応じ、府労組連の意見を聞く。

◇再任用職員の経過措置のあり方については、府労組連と協議する。

◇新給料表への切替について、下位の職務の級に異動が生じる場合、降格時号給対

応による切替ではなく、同額又は直近下位の号給へ切り替えることとする。

◇経過措置 給与カット期間中は、カット額0.5%圧縮したうえでの現行支給額維持



府
庁
包
囲
行
動
・
デ
モ
を
５
０

０
人
で
開
催
、
同
日
夜
に
は
１

０
０
０
人
の
労
働
者
決
起
集
会

を
開
催
し
、
不
当
な
当
局
提
案

と
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」

の
撤
回
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

【
給
与
・
一
時
金
カ
ッ
ト
】

２
０
１
０
年
度
の
収
支
改
善

額
（
黒
字
）
が
９
０
０
億
円
～

１
千
億
円
と
見
込
ま
れ
、
状
況

が
大
き
く
変
化
し
た
も
と
、
府

労
組
連
は
、
根
拠
の
な
い
カ
ッ

ト
を
撤
回
す
る
よ
う
強
く
求
め

ま
し
た
が
、
不
当
に
も
当
局
は
、

応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

粘
り
強
い
た
た
か
い
に
よ
っ
て

「
一
時
金
カ
ッ
ト
の
中
止
」

「
給
与
カ
ッ
ト
幅
０
・
５
％
圧

縮
」
と
い
う
、
重
要
な
変
化
を

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
府
労
組
連
は
、
給
与
カ
ッ

ト
を
直
ち
に
中
止
す
る
よ
う
求

め
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

【
給
与
制
度
】

経
過
措
置
、
技
能
労
務
職
給

料
表
の
修
正
な
ど
、
若
干
の
修

正
は
あ
っ
た
も
の
の
、
府
労
組

連
が
強
く
要
求
し
て
い
た
主
査
・

課
長
補
佐
級
へ
の
任
用
問
題
、

少
数
職
種
の
昇
任
・
昇
格
問
題
、

技
能
労
務
職
給
料
表
の
３
級
任

用
問
題
な
ど
、
未
解
決
の
問
題

も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
方
で
主
査
・
課
長
補
佐

級
を
含
む
任
用
制
度
に
つ
い
て
、

当
局
は
検
討
の
必
要
性
に
言
及

し
、
必
要
に
応
じ
府
労
組
連
の

意
見
も
聞
く
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
到
達
点
を
生
か
し
、
府
労

組
連
は
、
取
り
組
み
を
い
っ
そ

う
強
化
し
、
職
員
・
教
職
員
が

誇
り
を
持
っ
て
、
将
来
に
希
望

を
持
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る

給
与
制
度
、
質
の
高
い
府
民
サ
ー

ビ
ス
や
豊
か
な
公
教
育
を
提
供

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
賃
金
・
労

働
条
件
の
確
立
に
向
け
、
全
力

で
奮
闘
し
ま
す
。

【
副
主
査
制
度
】

最
終
回
答
で
当
局
は
、
副
主

査
制
度
に
つ
い
て
「
高
度
の
知

識
、
能
力
を
も
っ
て
職
務
を
遂

行
す
る
職
と
し
て
位
置
づ
け
」

「
人
事
評
価
と
一
定
の
研
修
の

修
了
や
外
部
資
格
の
取
得
等
に

よ
り
任
用
す
る
方
法
へ
の
見
直

し
の
検
討
」
に
言
及
し
ま
し
た
。

現
在
、
現
業
職
員
に
つ
い
て
は

任
用
の
枠
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、

副
主
査
へ
の
任
用
数
は
非
現
業

に
比
べ
、
き
わ
め
て
少
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
府
労
組

連
は
、
こ
の
回
答
を
足
掛
か
り

に
、
受
験
資
格
（
在
職
１
年
・

29
才
以
上
）
に
到
達
し
た
職
員

が
速
や
か
に
副
主
査
に
任
用
さ

れ
る
制
度
と
な
る
よ
う
求
め
、

引
き
続
く
協
議
と
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

【
評
価
制
度
の
給
与
反
映
】

評
価
制
度
の
給
与
反
映
に
つ

い
て
、
当
局
は
「
人
事
評
価
に

い
て
は
、
基
本
的
に
は
給
与
反

映
す
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
に

固
執
し
、
「
良
好
（
標
準
）
」

以
上
の
場
合
の
昇
給
反
映
は
行

わ
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
下
位

評
価
者
（
「
標
準
」
未
満
）
へ

の
昇
給
反
映
は
行
う
と
い
う
姿

勢
を
崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
あ
わ
せ
て
勤
勉
手
当
成
績

率
の
拡
大
も
行
う
と
し
て
い
ま

す
。こ

の
間
の
職
員
・
教
職
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
「
給
与
反
映
は
職

員
・
教
職
員
の
能
力
や
や
る
気

向
上
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
い

う
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
府
労
組
連
は
、
給
与
反

映
の
中
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、

勤
勉
手
当
成
績
率
の
拡
大
に
反

対
し
、
引
き
続
き
２
月
中
旬
を

目
途
に
協
議
を
強
め
ま
す
。

今
回
、
総
務
部
長
よ
り
示
さ

れ
た
最
終
回
答
は
、
職
員
・
教

職
員
の
怒
り
や
要
求
か
ら
み
れ

ば
、
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

秋
季
年
末
闘
争
か
ら
継
続
し
た

職
場
か
ら
の
粘
り
強
い
た
た
か

い
に
よ
っ
て
、
最
終
局
面
に
お

い
て
「
一
時
金
カ
ッ
ト
の
中
止
」

「
給
与
カ
ッ
ト
幅
0
・
５
％
圧

縮
」
「
副
主
査
制
度
の
改
善
、

他
の
任
用
制
度
に
つ
い
て
も

検
討
」
「
技
能
労
務
職
給
料

表
２
級
水
準
の
引
き
上
げ
」

な
ど
の
変
化
を
作
り
出
し
た

こ
と
は
、
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
府
労
組
連
は
、

こ
の
到
達
点
を
確
認
し
、
今

回
の
闘
争
を
終
結
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
こ
の
到
達
点
を

足
掛
か
り
と
し
て
、
給
与
カ
ッ

ト
の
撤
廃
・
給
与
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
を
求
め
る
た
た
か

い
を
い
っ
そ
う
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
提
案
の
根
源
に

あ
る
「
府
財
政
構
造
改
革
プ
ラ

ン
」
の
撤
回
、
職
員
・
教
職
員

い
じ
め
、
府
民
い
じ
め
の
橋
下

府
政
の
転
換
、
よ
り
よ
い
大
阪

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
広
範
な

府
民
と
の
共
同
を
広
げ
、
全
力

で
奮
闘
し
ま
す
。

■
府
労
組
連
中
央
委
員
会

１
月
26
日（
水
）
19
時
00
分
よ
り

大
阪
府
社
会
福
祉
会
館

ホ
ー
ル

◎
府
職
労
中
央
委
員
会

１
月
25
日
（
火
）
18
時
45
分

エ
ル
大
阪
（
予
定
）

◎
大
教
組
中
央
委
員
会

１
月
26
日
（
水
）
17
時
00
分

大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
ホ
ー
ル


